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皆様にご参加しミただくことを目的といたしまして、
毎年 1回開催してまいりましたが、今年は特に開
学50周年の記念事業の一環として開催することに
なりました。
本学は、 1949年の開学以来、学部、大学院の再
編や拡充、キャンパスの八王子への移転などの改
革を経て、都立の総合大学として、そして都内で
も有数の総合大学として発展してまいりました。
このような改革の中で、当都市研究所は、 1977
1圃開会あいさつ
荻上紘
本日は、東京都立大学都市研究所第四国公開講
演会にお越しいただきまして、まことにありがと
うございます。主催者を代表して一言ごあいさつ
申し上げます。
おかげさまで、本学はことし開学50周年を迎え
ることができました。この講演会は、広く都民の
本東京都立大学都市研究所長・東京都立大学総長
紳東京都立大学大学院工学研究科助教授
間東洋大学工学部建築学科助教授
材料株式会社ユーデイツト代表取締役
判例アクセスプロジェクト代表
榊開東京都立大学大学院都市科学研究科教授
278 総合都市研究第71号 2∞o
年に都市研究センターとして設置されて以来、
1994年に現在の都市研究所に改組され、ことしで
22年の歴史を刻んでいることになります。全国で
も数少ない都市そのものを研究テーマとする機関
であり、都市にかかわる学際的研究に取り組んで
おります。
7人の専任研究員を中心に 7つの研究部門を持
つとともに、 3つのプロジェクト研究が学内外の
研究者の協力を得て進められております。
また、これらの研究成果は、研究者向けの論文
集「総合都市研究」として、あるいは一般の方々
を対象とした「都市研究叢書jなどの冊子によっ
て発表しております。
都市研究所は、また、大都市東京が直面する課
題解決にも研究機関としてお手伝いしていくとい
う役割を持っております。
また、都民の皆様に身近なテーマを選んで、こ
のような公開講演会を行い、都民の皆様に直接研
究成果をお返しする工夫もしております。
さて、本日、ご案内のとおり、高齢社会の生活
環境改善をテーマに 4人の講師の先生方に講演し
ていただきます。
皆様、既にご存じのとおり、わが国では世界に
類を見ない速度で高齢化が進んでおりまして、 25
年後には 4人に 1人が高齢者になるという、まだ
どの国でも経験したことのないような高齢社会を
迎えると予想されております。
こうした中で、高齢の方々も若い人も、障害を
持つ人も持たない人も、だれもが共に生きるコミ
ュニテイ」の創成を目指していかなければなりま
せん。だれもが地域で当たり前に生活できるノー
マライゼーションという理念のもとで、すべての
人が安心して気持ちよく暮らせるまちづくりが課
題となっております。バリアフリーや、さらに一
歩進んだユニバーサルデザインは、だれもが安心
して快適に生活できる環境をつくり出すことを目
指すものであって、このようなノーマライゼーシ
ョンの実現には、欠かせないものであります。
しかし、バリアフリーは20年、ユニバーサルデ
ザインでも 10年、その歴史が浅くて、残念ながら
まだわが国でその理解が必ずしも十分に進んでい
るとは言えないと思います。
本日のこの公開講演を機に、行政に携わる皆様
や地域で暮らす方々がバリアフリー、あるいはユ
ニバーサルデザインについてよく知っていただい
て、だれもが安心して快適に暮らせるまちづくり、
地域づくり、コミュニティーづくりが一歩でも進
められたらと願っております。
簡単ではございますが、以上をもちまして開会
のあいさつといたします。
きょうはどうもありがとうございました。
2.ユニバーサルテなザインの理論と交通の
事例
秋山哲男
これから主として都市や道路を中心としたユニ
バーサルデザインについてお話しをしたいと思い
ます。
(1 )ユニバーサルデザインとは何か
ユニバーサルデザインというのは、哲学の部分
と技術の部分と大きく 2つありますので、私は両
方含めてきょうはお話ししたいと思います。
最初に、イメージしやすくするためにユニバー
サルデザインは一体何ですかという、哲学の前に
技術的な問題を少しお話しをしたいと思います。
日本各地に見られる道路の段差切り下げを例に
とりあげてみます。 27-28年前、建設省がつくっ
た段差切り下げ勾配が12分の 1という指針があり
ます。この指針が実はバリアフリーデザインを満
たしています。ユニバーサルデザインではどうな
のかという議論なんですが、ユニバーサルデザイ
ンというのは、ゴールがフラットで12分の 1の勾
配はユニバーサルデザインの途中にあります。つ
まり、ユニバーサルデザインというのは、 12分の
1の次は20分の 1、そして可能ならばフラットに
していく、といった最も良い設計へと展開するプ
ロセスが必要なんだろうと思います。そういう意
味で、 12分の 1から無限にフラットに近づけてゆ
くことがユニバーサルデザインです。
それから、都市においてはどうなのかという点
をお話ししたいと思いますが、都市も道路もそう
第12回公開講演会:高齢社会の生活環境改善 279 
なんですが、都市や道路は 1つの施設をいかに大
勢で共用して使うかということが必要です。この
点からも当初から都市というのは、多くの人が使
えるようにユニバーサルデザインを一定程度目指
す性格を持っています。したがって、都市のバリ
アフリーデザインにより、ある程度のユニバーサ
ルデザインを達成しているのではないか。それか
ら、都市は物づくりにおけるユニバーサルデザイ
ンとは違うだろう。
そこで、図 2-1に都市のユニバーサルデザイン
とバリアフリーデザインの関係を汎用性の達成方
法の概念図に書きました。ここでバリアフリーデ
ザインというのは、中側に入っております。バリ
アフリーデザインをさらに続けていくと、ユニバ
ーサルデザインがその外側にあるんだということ
を矢印で示しました。こういった考え方が都市の
ユニバーサルデザインには、むしろふさわしいと
思います。なぜこういう図を示したかと申します
と、都市空間というのは 2つも 3つもつくれない
んですね。ほとんどが1つの空間でしか処理がで
きない。そうしJう意味で、ここに汎用性と書きま
した。汎用性というのは、 lつの物をできるだけ
大勢の人が使うといった意味です。
達成方法 達成方法の概念図
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代替施設・設備等
それから、 2つ自の問題ですけれども、物、例
えばシャンプーだとか、あるいはカードだとかい
ろいろ物がございますが、物というのは選択が可
能です。したがって、丸でも、四角でも三角でも
構いません。そういったものはたくさんつくれま
す。選択が可能なものと選択ができないものとは、
ユニバーサルデザインの達成方法が具体的には違
ってきます。
ユニバーサルデザインは「あらゆる年齢・体
格・障害の度合いにかかわらずだれもが利用でき
る製品・環境を創造すること O しかも、安くて美
しいこと」とロン・メイスンが定義しました。あ
る意味で哲学という言い方ができるかと思います。
ユニバーサルデザインの細かい点についてさま
ざまな議論はありますけれども、では、具体的に
都市空間で何がユニバーサルデザインなのかとい
うのを私なりに考えたものを何点かお見せしたい
と思います。
(2)都市・交通のユニバーサルデザインの事例
①シアトル市
これは米国のシアトル市です。シアトルの都心
は極めて険しい地形を持っています。海岸側から
交通の事例 道路・歩行空間の事例
-ノンステップパス -スムース歩道
-動く歩道
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
-車いす等の形状の統一 -視覚障害者誘導用プ
-パスの固定装置の統一 ロック
-エスカレータの率いす -交差点の音声情報
乗用ステップ -視覚障害者誘導用ブ
-パスのリフト ロック
-視覚障害者誘導用プロッ -横断歩道のエレベー
ク ター
-一帯詮渉怒号車とスペシャル -徒歩以外の歩行手段
トフンスポ トザ」ピス {電動スクタ等)
-率いす使用者用噺両(ジョ -ディズー フンド内・
イパン) 都心部の歩行者モー
-高齢者用車両拘和) ルの代替移動手段
注)園田真理子作成の概念図を参考にして交通を中心に秋山哲男がアレンジした。
図2・1 道路・交通のユニバーサルデザイン達成方法に関する概念とその事例
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山側へは、 12分の lの勾配よりさらにきついよう
な坂道が連続してつながっています。こういった
ところでは、歩行困難を伴う人の移動を保証する
ために 2本だけ、車いす使用者等が通行できるル
ートがあります。また、エレベ}ターによる南北
方向の移動に対して勾配のある東西方向の移動は
パスで対応している。
ここのファーストストリートからセカンドスト
リートに行く場合には、エレベータ}、あるいは
エスカレ}ターでビル内を移動できるような、そ
ういう都市の構成がシアトルでは80年代から既に
とられています。こういうアクセス確保の解決が
ある意味で、のユニバーサルデザインの方法のひと
つです。
ここの 2kmx 500mの地域は実はマジックカー
ペットと言って、パスが無料で運行しています。
横の方にパスが東西の方向に移動しています。
②スムース歩道
世田谷区の梅Eというところで、当時、 80年代
の中ごろだ、ったんですが、道路の段差をスロープ
によっていちいち車いすをおりて、また上るとい
う、こういう現象が日本の各地に存在していまし
た。これはどうもおかしいと思い、たまたまイギ
リスでハンプ(こぶ)という自動車のスピードを
抑制させる装置を見かけたので、区に提案し造っ
ていただいた。このハンプを歩道に適用すれば、
車いす使用者の方がそのままスムーズに進めます。
こういうのもひとつのユニバーサルデザインです。
③歩車道段差のない歩道
写真2・1 スムー ス歩道
三鷹市のコミュニテイゾーン内にある段差のな
い歩車道です。この道路の形態ですけれども、実
は普通の道路ですと段差があります。ここには外
側線がありますけれども段差はありません。車道
と歩道の聞の境界が単なる白いラインで、やや歩
道の方が高くなっているのですが、実は歩道が狭
いために歩行者がもしすれ違う場合には、だれか
が外側を歩かないといけません。自転車とすれ違
う場合も歩行者か自転車が外側に行かないといけ
ません。こういうのもある意味で道路空間をうま
く使うユニバーサルデザインだろうと思います。
歩行者と自動車の分離型というのは、日本でずっ
とやってきましたけれども、狭い空間では限界で、
歩行者がすれ違うことができません。このような
方法がどこでもできるというものではありません。
ここの地域内はコミュニティーゾーンと申しまし
て、できるだけ歩行者の安全を図るということが
前提になっています。
④ユニバーサルテーザインのスロープ
世田谷の梅Eの中学校にあるスロープですが、
普通のスロープを、バリアフリーで造りますと幅
90センチで車いすが1台通れれば良い。場合によ
って、 2台通れれば良い (180cm)というのが普
通でした。ところが、やはりPTAの会合のときな
どお母さん方が傘を差して2人が並んで歩けるよ
うな空間、つまり傘をよけたりしないで済む
230cmの幅員をとることにしました。これがやは
りユニバーサルデザインの空間的な保障だろうと
思います。
写真2・2 ユニバーサルデザインのスロープ
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⑤歩道幅員を確保
そのほかの事例ですけれども、これは同じ梅丘
ですけれども、電柱とガードレール等をまとめで
できるだけ歩行空間を広く使う、こういったこと
をやってきています。
⑥公衆電話
やはり梅Eですけれども、公衆電話を車いす使
用者が使えて、かつ一般の人も使える。昔の公衆
電話は、わざわざ手でドアをあけていたのですが、
これは車いす使用者の方は使えないし、なかなか
難しい。それから、子供さんも高くて手が届かな
い。そういったことを解決しようとしてつくった
梅丘の公衆電話のデザインです。ドアもなく、高
い位置と低い位置の 2つの電話やベンチなどを備
えた。これもある種のユニバーサルデザインとい
うふうに考えてよろしいかと思います。
写真2・3 公衆電話
⑦フラットパス
そのほか、金沢にフラットパスというのが走っ
ています。フラットというのは、車両がフラット
という意味と、ふらつと乗れるというふらつと。
それから、都心部はトランジットモールといって、
歩行者専用道にこのパスが入って行きます。高齢
者やその他、買い物する人ができるだけ歩かずに
済むように設計したパスです。こういったタイプ
のパスは、スウェーデンでは80年代から走ってい
ました。例えばボローズのサービスルートという
パスです。
それで、パスのことをお話しするというのは、
写真2・4 金沢のフラットパス
モピリティという問題、高齢者、あるいは障害を
持つ人たちが外出をする場合に単なるバリアフリ
ー、つまり段差が解消されていて、幅が一定程度
とられていれば良いというのではありません。こ
れだけでは高齢者は外出できるとは限りません。
やはり高齢者が社会で孤立しないで、外出できる環
境をもう一度深い意味でのバリアフリーをとらえ
直さなくちゃいけないんだろうと思います。そう
いう意味でモビリティというのは、極めて重要な
条件になります。
例えば、今、東京都が縮小の方向で検討しよう
としているシルバーパスも、これをモビリティの
観点から議論をしないといけない。
⑧LRT 
これは仏のストラスブールのLR T (路面電車
が進化したもの)です。モビリテイを考えるとき
に段差を解消するだけでは問題は解決しません。
このLRTは、バス停と LRTが同じプラットホ
ームを使って、たかだか15メートル歩けば市電と
パスにそれぞれ乗りかえられる。パスに10分座っ
ていくのと立っていくのとでは、立っていくほう
が2倍の抵抗があります。乗りかえは座って移動
することの 4倍の抵抗があります。したがって、
歩くことだとか、乗りかえというのは、大きな抵
抗になりますので、こういった工夫が日本の都市
では求められるべきなのですが、まだまだほど遠
い環境にあります。
⑨ノンステップパス
これはノンステップパスですけれども、 97年に
282 総合都市研究第 71号 2000
ノンステップパスを開発して、記念シンポジウム
をここで 3月の末に同じ場所で聞いたのですが、
こういったコミュニテイ型のパスがこれからは重
要になってきます。大型は日本でも開発しました
けれども、中型がやっと 1台か2台出ただけです。
スウェーデンのコミュニティ型のパスは、高齢
者が1人で冬の寒い中、食事に行けるような環境
のところで、走っています。そういったことで、高
齢者のモビリテイをかなり確保しているというパ
スです。
⑩3点セットの垂直移動施設の整備
これは同じくスウェーデンの鉄道駅ですけれど
も、エレベーターとエスカレーターの上下と、そ
れから階段も備えているO 多様な選択ができる、
こういったことも重要な条件になっています。
(3)ユニバーサルデザインとバリアフリーデザイ
ンの遣い
以上のところがユニバーサルデザインの事例で
すけれども、ユニバーサルデザインとバリアフリ
ーとどう違うのかということの内容に入りたいと
思います。バリアフリーというのは、安全とアク
セスと使いやすさ、このあたりに重点があります。
そして、ユニバーサルデザインは、それに経済的
な妥当性、障害を持つ人の特別な対策にすると高
くつくので、できるだけ多くの人が使えるように
するとコストが下がります。そういう意味で経済
的妥当性が加わります。日本で昔道路をつくると
きに、「用・強・美」と言っていましたけれども、
用というのは機能ですけれども、強は耐久力、美
は美しさ、こういう要素は今でもまだ普遍的な部
分もありますけれども、新しく組みかえないとい
けない時期に来ています。
ユニバーサルデザインの出てきた背景は、 77年
に建築家の人が言っておりまして、バリアを取り
除くと多様な人が使いやすくなること、また、す
べての利用者の環境のニーズにかかわる、私にも
かかわりがある、あなたにもかかわりがあると言
っています。
ところで、ユニバーサルデザインの次の段階で
すけれども、アメリカでは80年代でアクセシブル
という言葉がありました。アクセシブルというの
はアクセスできるという意味です。ところが、ア
クセシブルですと、例えばビルの前にスロープが
ついていれば、それでアクセシブルだということ
がアメリカでは解釈されていました。本当はもっ
とアクセシブルには広い意味があるのですが、い
つの聞にか障害を持つ人の限定型に思われ始めて
きました。そこで、アクセシブルの意味をもう少
し広い意味にを変えなくちゃいけないということ
で、ユニバーサルデザイン、つまり、建物にスロ
ープがあるだけじゃなくて、やはりその建物の中
の配置図がわかるとか、あるいはその建物にアク
セスするには、鉄道駅からどの道をどう通って行
ったらいいかとか、総合的にアクセスの環境を整
備することをユニバーサルデザインによって示し
たわけです。
(4)ユニバーサルデザインの7つの原則
私のレジュメにユニバーサルデザインの 7原則、
あるいはパンフレットの中にも書いてありますけ
れども、「公平性J、「自由度が高い」、「簡単で直感
的にわかる」、「情報がすぐ理解できる」、「うっか
りエラーや危険につながらないデザイン」、「楽に
利用できる」、「接近して使えるような寸法・空間」、
こういった 7つの原則があります。この 7つの原
則も日本ではまだきちっと議論がされているか、
現状は不十分な段階です。
表2・1 ユニバーサルデザインの7つの原則
①誰にでも公平に利用できること(自動ドア)
cg:使う上で自由度が高いこと(左右利用可能なハサミ)
③簡単で直感的に分かる使用方法になっていること(絵
による説明、動く歩道)
④必要な情報がすぐ理解できること(駅・空港等のサイ
ンシステム)
⑤うっかりエラーや危険につながらないデザインである
こと(簡単に直せるコンビュータソフト)
⑥無理な姿勢、強い力なしで楽に使用できること(さわ
るだけで点灯する照明器具)
CL接近して使えるような寸法・空間となっていること
(例:メールボックス、ゴミ箱、駅の改札口)
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(5)ユニバーサルデザインの達成方法
ユニバーサルデザインを達成するにはどうした
らいいかという議論がありまして、園田真理子さ
んが書かれたものを参考に私なりにアレンジした
3つの方法についてお話します。 1つは汎用性と
いうことで、規格の統一も含むのですが、 1つの
ものをできるだけすべての人が使えるということ
です。 2つは、ベースとオプションですけれども、
ベースというのは最低限共通するものを同じ仕様
にして、オプションというのは個人個人、あるい
はさまざまな場所、場所によって条件が違うので
不足分を足していこうというものです。例えば住
宅ですと、最低限、住宅にオプションをつけやす
くしてつくってゆく方法です。例えば多少歩行が
困難になったら手すりをつけて、さらに困難にな
ったらスロープをつけていく、そういう段階的な
やり方です。 3つ目は選択性(代替案)です。こ
れは使えないからこっちのものを使うという様に、
別のものを用意するというのが代替案です。
それで、図 2-1は汎用性、ベースとオプション、
選択性をあらわしたものです。
まず、汎用性の意味は、 1つの施設、黒枠で囲
ったこの施設ができるだけ大勢の人に使えるよう
に機能を拡大していこうとする方向です。汎用性
のもう 1つは、例えば視覚障害者の誘導用ブロッ
ク、通称点字ブロックですが、駅とそれから道路
で、は違っていたり、あるいは東京と神戸では違っ
ていたりします。こういうものの規格の統ーをし
ようというのが汎用性のもう 1つの意味です。
そこで、具体的に交通で汎用性とは何かという
ことになりますと、ノンステップパスが汎用性の
例になります。ノンステップパスは、スロープカf
ついていて、運行の仕方をゆっくりしさえすれば、
大体の人が使えます。それから、道路とか歩行空
間でいいますと、スムース歩道といって、勾配が
ないフラットな横断歩道などが 1つの例ですし、
それから動く歩道、これも汎用性の 1つになりま
す。
ベースとオプションは、ベースの施設や設備を
きちっと準備して、オプションで何点か加えて対
応していこうという考え方です。
ベースとオプションですけれども、例えば新宿
駅にエスカレーターがありますけれども、そのエ
スカレーターに車いす乗用ステップ付というのが
ありまして、車いすの方が乗れるようになってい
ます。そして、車いす使用者が使うときに車いす
の方だけ専用に乗せて上下するものがあります。
これはオプションという扱いになります。
それから、交差点で音声信号、信号のところに
音声がありますけれども、これもオプションにな
ると思います。
選択性というのは、 A、B、Cと3つぐらいあ
りますと、 Aを使える人と Bを使える人と Cを使
える人に分かれていますので、それぞれ別のもの
をつくっていこうということになるわけです。
選択性については、公共交通が使えない、ノン
ステップパスも使えないというような人は何人か
いらっしゃると思いますが、ノンステップパスと
いうのは、バス停まで行かないと使えません。し
たがって、自宅から病院までとか、そういう方に
ついては、 ドア・ツー・ドア型のスペシャルトラ
ンスポート、高齢者、障害者、専用の交通手段が
必要です。実は日本ではこれが最も遅れていて、
欧米先進国の中で最も遅れているのがこの領域で
す。東京都も東京都の外郭団体の補助によってか
ろうじて対応していますが、全国見渡しても極め
てわずかです。現状はほそぼそとボランティアだ
とか地方自治体が福祉部門でやっているにすぎな
い。そういう意味で、代替案の選択性が日本は非
常に弱いというところがあります。
それから、これはわかりにくいですけれども、
車いす使用者自身が車いすに乗ったまま運転でき
るジョイパンがあります。車いす使用者が直接車
に乗り込んで、運転できる車は、日本にはないんで
すね。唯一、来年、 Kappoという会社が車両開発
する予定ですけれども、これが車いすごと乗り込
んで乗用車型で運転できます。これも選択性で新
しいパージョンになると思います。
それから、選択性でディズニーランドだとか、
あるいは都心部のショップモピリティ、日本で言
うタウンモビリテイになるのですが、高齢者や障
害を持つ人が都心部で買い物をするときに、電動
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三輪や電動車いすを貸出し、また必要な人には介
助者をつけて買物を支援します、そういう場所が
英国では 1998年10月現在で220カ所以上あります。
このことを英国ではショップモピリティと呼んで、
います。日本ではタウンモビリティと呼んで、ょ
うやく実験段階(一部実施に移している)に入っ
ています。これも 1つの選択牲ということになり
ます。あるいは歩行者モールの中で、ディズニー
ランド内の電動三輪とか、こういうのも選択性の
1つになるかと思います。
私の時聞が来ましたので、これで終わりにさせ
ていただきたいと思います。どうもありがとうご
ざいました。
3.建築領域からみたバリアフリーとユニ
パーサルデザイン
高橋儀平
私の話は、「建築領域からみたバリアフリーとユ
ニバーサルデザイン」ということで、テーマをレ
ジュメに少し書きました。きょうは 4点ほどお話
ししたいと思います。 1つ目は、デザインは誰の
ためにあるのかということです。それから、 2つ
目は、市民が参画したまちづくりはどこまで可能
かということ。そして、 3つ目には、少子高齢社
会と公共施設の役割ということです。そして、最
後に、どんなふうにバリアフリーデザインとユニ
バーサルデザインの実現が可能なのかという内容
ですが、実は私がこのテーマをつくりながら、い
ずれも私自身も四苦八苦せざるを得ないような、
そういう内容です。ですから、きょうは皆さんと
一緒に考えていきたいと，思っております。
(1 )デザインは誰のためにあるのか
最初に、デザインは誰のためにあるのかという
ことですけれども、まず私は建築分野の人間です
ので、建築の設計者、あるいは建築家というのは、
一体どんなふうに少子高齢社会をとらえているの
か、あるいはデザインについての認識はどうなん
だろうかということを皆さんと一緒に考えたいと
思います。
デザイナーと建築家
デザインといいますと、なかなかひとつの解は
ないんですけれども、例えば色ですとか、それか
ら形ですとか、まずそういったようなものでも、
一人一人の好みが随分違いますよね。それから、
きょうみたいなすごく天気がいい時ですとか、季
節によっても違うかもしれない。それから、体調
の悪いときには、同じ色でも形でも多少厳しく感
じることもあるかもしれない。そのデザインに法
的規制をかけようとしたのが福祉のまちづくり条
例やハートビル法なんですね。ですから、当然、
建築家の人たち、設計者、あるいはデザイナーの
人は、反発をするわけですね。それがまず1つあ
ります。
ただし、よくよく考えてみますと、アーキテク
トと呼ばれ、海外で活躍されている方、囲内で活
躍されている方々を見ますと、建築家というのは、
社会問題に対してきちんとコミットするような立
場の人でもあるような気がします。これはちょっ
とおごりかもしれませんけれども、基本的にそう
いう役割を担っているのではないかというふうに
認識しているんですね。ですから、環境汚染の問
題、それから、例えば災害の問題、さまざまな問
題があります。もちろん、この少子高齢社会とい
うとても大きな問題に対しでも、きちんとコミッ
トし、それに対峠しなければいけない役割を担っ
ているわけですね。恐らく、今多くの建築家、設
計者の方々がその対峠のジレンマに陥っているの
かもしれないという感じがします。
アメリカのユニバーサルデザインセンター
私は、ちょうど1年ほど前に初めてアメリカの
ユニバーサルデザインセンターに行きましたけれ
ども、そのときに一体、アメリカの建築家の人た
ち、設計者の人たちは、きょうのテーマのような
バリアフリーデザインですとか、あるいはユニバ
ーサルデザインについてどのくらい認識している
んだろうかということを聞いてみました。そうし
ますと、きょう参加されている方々は、ご存知と
思いますけれども、例えばADA(障害をもっア
メリカ人法)というのがあります。障害を理由に
した差別を行ってはいけないという法律ですけれ
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ども、その法律をどのぐらい知っているのか、理
解しているのかということを聞きましたら、大体
75%という答えだったんです。これは建築家や建
築業界の人たちの認識度です。かなり高い数値で
すが、きょうのメーンテーマでありますユニバー
サルデザインについては、一体どうですかと聞き
ましたら、よく見て 5%ぐらいではないかと答え
ていました。米国のリーダーのある方は、もうわ
かってもらえない人は相手にしないということを
はっきりいいながらユニバーサルデザイン教育を
進めています。
日本では一体どのくらいの方が理解しているの
でしょうか。きょうもたくさんの技術者の方々が
いらっしゃると思いますけれども、どの程度に感
じるかというのは一人一人違いますので、皆さん
自身がぜ、ひお考えになっていただきたいと思いま
す。
よいデザイン
さて先にちょっと進みますと、よいデザインと
いうのは一体何かということなんですね。車です
とか、あるいは住まいですとか、いろんなデザイ
ンがありますが、例えば器があるとすれば、居住
性の問題が必ずありますね。それから、使用しや
すさというのがあります。これはデザインについ
て、ごくごくベーシックなものです。とりたてて、
ユニバーサルデザインだから云々しなきゃいけな
いということではなくて、ごくごく普通の問題。
先ほど言いましたように、多少好みがあるかもし
れないということだけであります。
ところが、サインというものを考えてみたいと
思いますが、サインについては、本当にわかりに
くいものがたくさんあり過ぎるんですね。本当の
目的とすれば、わかりやすいことと、それから誘
導することの2つの目標があると思いますけれど
も、実際にはわかりにくいデザインが横行してい
ます。これもデザインとして今非常に大きな課題
として挙げられるという感じがしています。
(2)市民が参画したまちづくり
次に、市民が参画したまちづくりはどこまで可
能かということなんですけれども、これは私の仕
事のテーマでもあるんですが、ふだん行政のお仕
事ですとか、それ以外の仕事なんかもさせていた
だいていますけれども、市民参加のまちづくりと
いうことが少子高齢化社会の重要なキーワードの
1つになっているかと思います。
行政・専門家の姿勢
現実には、ここでも示しておりますけれども、
1つは行政ですとか、それから専門家の方々の姿
勢の問題があるかと思います。これはどういうこ
とかと言いますと、私自身の反省もあるんですけ
れども、今までのまちづくりのやり方というのは、
どうも公平性ということを尊重する余り生活に立
ち入らない、個々の生活には立ち入らない方がい
いのではないかという、そういう考え方があった
かと思うんですね。これはとても重要なことです
が。
情報のコントロール
それから、もう 1つは、後ほどの関根さんのお
話とも関連してくるかもしれませんけれども、で
きるだけ情報をコントロールする。そうすること
によって、専門家と称されることがあった。大学
の研究機関もその一部かもしれません。
そういうことであると、恐らくきょうのテーマ
のユニバーサルなデザインなどとてもじゃないけ
ど、あるいは市民が参加するまちづくりというの
は、絶対できない。まず、市民が個々の生活問題
を把握し、公平に情報を入手してこそ、参加のま
ちづくりの最初のテーブルに立つということを改
めて考えていただきたいと思うんですね。
建築家の考えるユニバーサルデザイン
これは話の最初に建築家がユニバーサルデザイ
ンについてどう考えているかということを話した
時に、結局は自分の気持ちだけを取り込み、デザ
インとか、あるいはコンポジションですとか、そ
ういう専門性のみを優先してしまうという心理に
ちょっと似ているかもしれませんね。コンサルタ
ントですとか、設計事務所ですとか、専門家と呼
ばれているような人たちというのは、自分が持っ
ている情報を加工して商売をしていくということ
もありますので、どうも生活実態との議離がある。
ここをどれだけ縮められるかということが、多分
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これからの本当の使いやすさ、あるいは生活しや
すさ、よいデザインに近づくことの諜題ではない
かと感じています。
ここでは単に、開発や設計のためのヒアリング
ですとかアンケート対象者からの脱皮ということ
もあります。今ある自治体の都市マスタープラン
にかかわっているんですが、最近ですとワークシ
ョッブがはやりですので、必ず公募をしてたくさ
んの市民の方が集まります。それはいいんですけ
れども、結局、その後がなかなかつながっていか
ない。これはやり方の問題もあると思いますけれ
ども、内部で作業する人たちの自信がひょっとし
たらないことの表れかもしれないという感じがし
ますね。バリアフリーデザインのみの時代は、多
分そうだったろうと思います。これからは少し変
えなければいけないということがあります。
プロセス
そして、ここの2つ目の最後に「プロセス」と
いうお話をしたいと思います。
今の話の流れなんですけれども、市民が参加す
る、デザインにも参加する、あるいはまちづくり
にも参加する O そのプロセスがとても重要だと思
います。恐らくゴールは非常に難しい。先ほど秋
山さんのお話の中で、都市の空間と、それから製
品ですとかものですとか、それぞれのゴールは違
うということがありました。固によってもユニバ
ーサルデザインの表現方法が変わってくるかもし
れないという感じがします。多分そうだろうと思
います。また、変わらなければ、少しおかしいか
なという感じがするんです。基本のベースは同じ
かもしれません。なぜ違うかというと、やはり文
化ですとか風土ですとかいろんな要件が違います
から、またそれらをつくり上げたプロセスが違う
わけですね。そのプロセスをまず大事にしないと
いけない。行政ですとか専門家の人たちは、まず
市民の参加問題も含めてそのプロセスをうまくつ
くっていかなければいけません。
もう少し言いますと、そのプロセスの中ででき
たものの評価はどこで決まるかといいますと、他
人に決められるのがバリアフリーデザイン。各自
が自分で評価できるのがユニバーサルデザイン。
極限すると、そんなようなことも言えるかなと…
…、言い過ぎでしょうか。
(3)少子高齢社会の公共施設
それから、 3つ目のテーマです。少子高齢社会
と公共施設の役割ということですけれども、ここ
では先ほどまでの話と少しテーマの切り口を変え
ますけれども、これから要介護老人の方がたくさ
ん増えていく中で、生活の身近なところでいろん
なサービスを受けることができなければいけない
ということになりますね。その拠点を地域のあち
こちにつくるために、さまざまな公共施設をうま
く活用していく必要がありますが、現在の情勢で
はとても難しいということになります。今、建築
界の話題の中では、リニューアルですとか、ある
いは再生ですとかといったようなことが重要なキ
ーワードになっておりますけれども、私もきょう
は学校を 1つの例に取り上げたいと思います。
教育施設とバリアフリー
実は、東京都は1979年に障害をもっている子供
の全員就学制度を始めました。これはとても大き
な影響を与え、そのことによって障害をもっ子の
教育が非常に聞かれてきました。そして反面、難
しい問題が起きました。
私も25年ほど前に、かなり重い脳性麻痔児の教
育の問題にかかわったんです。その子供さんと家
族が自分のすぐ家の裏にできる小学校に通いたい
と言ったんですけれども、残念ながら教育委員会
から断られてしまったんですね。その当時は養護
学校も非常に少なかったものですから、通学パス
で1時聞か2時聞かけて行かなきゃいけないとい
う状況が普通でした。しかしどうみてもこれは尋
常ではないというふうに思うわけですよね。
なぜ近くの学校ではだめなのかという理由を聞
きましたら、 3つほどありました。 1つは、校舎
がバリアフリーではないということですね。当時
はバリアフリーという言葉を使いませんでしたけ
れども、障害をもっている人たちの対応になって
いない。トイレもそうですし、エレベーターもな
いと。それから、 2つ日は、介助者がいないとい
うことですね。現在はちょっと状況が変わってい
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ます。それから、 3つ目は、教師自身がどんなふ
うに接していいかわからない、そういうことを言
われました。それが20数年前です。実は全国各地
でも同じようなことが起きています。
空き教室の活用
そして、今本当に子供が少なくなってきまして、
空き教室も出てきました。文部省では、空き教室
ではなくて余裕教室と言っていますが。これにち
ょっと目をつけました。文部省でも研究が進めら
れていると思いますけれども、この空き教室、余
裕教室をうまく公共的な、特にこれからの社会の
動向を見据えたような活用の仕方に変えていくこ
とが重要です。学校というのは、地域の中で一番
のベストポジションにあるわけですね。一番アク
セスしやすいポジションにあります。自宅から半
径400メートルとか 500メートルとか、子供たちの
歩行圏で言えば、 12~13分ぐらいで通学できるよ
うな、そういう距離にある。いわゆる日常生活圏
というエリアですね。その場にある公共的な空
間・施設がいろんな意味で多目的に使われる必要
がある O そうすることによって、自然に都市のユ
ニバーサルデザイン化、あるいはノーマライゼー
ション化が進むのではないかと思います。
それから、教育施設にはもっと重要なことがあ
ります。義務教育施設というのは、皆さんも経験
したと思いますが、一番最初に集団生活に入る場
です。もちろんその前に、幼稚園とか保育園があ
りますけれども、障害をもっ子も含めていろんな
子供たちが集団生活をする可能性がある場です。
そして今の時代で言えば、生涯教育の拠点に使わ
れる、お年寄りの方も来ているというような場で
すから、最も、ノーマライゼ}ションを具現化し
やすい生活環境にあるわけですね。
仮にそこにデイサービスセンターができれば、
子供たちが生活科の時間におじいちゃん、おばあ
ちゃんの背中を流してあげるとか、そういう場面
が出てきます。ひょっとして、全国各地では既に
そういう事例もあるかと思います。この首都圏の
中でも10%程度は少なくとも余裕教室があると見
られますので、かなり活用の方法があるわけです
ね。中には知的障害者の小規模作業所に活用した
り、あるいは公民館的な事業に活用したりという
のがあると思います。
まだまだ本格的な児童と高齢者の交流は進んで
いないと見受けられますけれども、かなり可能性
は高い。学校だけではないわけですね。他の公共
的な施設も、そういう転用の仕方を私たちは積極
的に考えていく必要があるだろうと思います。
(4)バリアブリーとユニバーサルデザインの実現
私もできれば小学校の場で子供たちと一緒にユ
ニバーサルデザイン等に触れるような、そういう
場面が展開できるといいなといつも感じています。
そして、最後に、どのようにバリアフリーとユ
ニバーサルデザインを実現すべきかという点です
が、これは繰り返すことになってしまいますけれ
ども、やはり「人jが原点であるということです
ね。
ビープルファースト
大分前に、アメリカの知的障害者のグループが
自分たちもほかの人たちと平等であるということ
で、ピープルファーストという当事者集団をつく
りました。現在、日本でも少しずつ広がっており
ますけれども、とにかく「人」が第ーである、中
心であるということ。デザインを考える、あるい
は都市の空間を考える、建物の設計をするといっ
た時に、そこを使う人をまず考える、その人たち
の意識に戻れるという、そういう体制があれば、
それほどバリアフリーもユニバーサルデザインも
難しいことではないかもしれないと感じています。
そして、人を大切にすると同時に、緑ですとか、
あるいはそれ以外の生き物なども大切にするよう
な心が育っていないと、バリアフリーとかユニバ
ーサルデザインも表面だけで終わってしまいます。
最近では、自然環境へのアクセスも随分研究が進
んできているようですけれども、私たち建築の領
域、あるいは都市設計の領域の人たちにとっては、
緑、水、あるいは生き物に対して、どれだけ大事
に考えられるかということがとても重要かなと思
います。
そして、まとめとして、自分で選択し判断し決
定できる環境整備。先ほどユニバーサルデザイン
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というのは、自分で評価できるデザインではない
かといいました。自分が選択できることがポイン
トになります。他者に決められるデザインではな
いということです。多様性があり、みんなが使え
るということは、そういったことですね。そして、
差別なく、安心して働き、遊び、学び、介護が受
けられる環境がこれからの目標になるかと思いま
す。
(5)事例
ここで少し事例を紹介したいと思います。
①歩道の部分段差切下げ
少し見にくいですけれども、幾っかご紹介して
いきたいと思います。これは私が勝手に考えてい
ますので、皆さん方はどんなふうに判断されるか
は分かりませんが、いわゆる典型的なバリアフリ
ーデザインですね。横断のために歩道のある部分
だけをカットする O これはストックホルムの郊外
の事例ですが、いわゆる典型的なアクセシブルデ
ザインということになるかもしれません。
②歩道の段差切下げ
これは先日、障害をもっている人たちと一緒に
グアムに行ったときのスライドのーコマなんです。
学生が撮影したものを借りたんですけれども、先
ほどのストックホルムと同じようなカーブカット
で、車いす使用者を対象とした典型的なバリアフ
リーデザインと認められるかと思います。
③歩道橋のエレベーター
これは歩道橋にエレベーターを設けた事例です
ね。私は、こちらのふつうの段差なしの横断歩道
をユニバーサルデザインと呼んで、いるんです。エ
レベーターを設けた方は確かにアクセシブルにな
るかもしれませんけれども、無理してつくらなけ
ればならなかったバリアフリーデザインというこ
とになるかもしれません。エレベーターがあれば
ユニバーサルとおっしゃる方も中にはいらっしゃ
るかもしれませんけれども、それならば、歩道橋
の下の部分にも横断歩道をそのまま残しておけば
いいと思います。単にそれだけでいい訳ですね。
④図書館のスロープ
これはUCLAの図書館一一ライブラリーの出
入口に設けられたスロープです。これはADAの
後に設置されたと言われていますけれども、日本
では、脇の方に何となくっつましやかにスロープ
を設けますけれども、ここでは中央に設けました。
意識的に設けていますので、これをどう評価する
かということはありますが、しばらく立って見て
いますと、このスロ}プを通過する学生がとても
多かったわけです。
⑤交差点の誘導用ブロックの敷設
これは誘導用ブロックをしっかりと敷き詰めて
いる交差点の歩道です。全面的に段差を解消して
います。神奈川県内の事例ですけれども、問題は
このブロックの敷設の方法であると思います。場
合によっては、例えばカーブカットの縁石の部分
だけちょっとした凸マークを設けることもありえ
ます。これも歩行環境のユニバーサルデザイン化
の1つではないかと見られます。
⑥車道の横断歩道部
これは先ほどの秋山さんのお話にもありました
けれども、イギリスの横断歩道です。これも段差
をカットして、誘導用ブロックもしっかり敷設さ
れておりますけれども、横断歩道の部分を車道の
色と明確に分け、ややユニバーサルデザイン化に
近い。
⑦案内表示
これをどちらに入れたらいいかと少し迷うんで
すけれども、視覚障害を持っている方のための触
知図ですね。そして、ピクトグラム、絵文字がつ
いていまして、基本的にだれにもわかりやすいと
いうことになります。このボタンを押すと振動す
る。そして、ここにフリッカーで点滅します。弱
視の方々にもわかりやすい。すべての人ではない
けれども、かなりの人をカバーするということに
なりますので、ややユニバーサルデザインの概念
に近いのかもしれません。
⑧障害者用パーキングメーター
それから、海外に行きますと、いわゆるメータ
ー製のパーキングゾーンが障害者用としでもあり
ますけれども、日本では、私もまだ見たことがな
いんです。日本の路上でこんな場面が展開してく
ると、かなり普通な感覚で社会に受け入れられた
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ことになると思います。
⑨ベトナムのスロープ
そして、これはところ変われば品変わるという
ことで、ベトナムのバリアフリーデザインです。
勝手に私がそう言っているんですけれども、ラン
プ(スロープ)が2つほどあります。これは何の
ためかなと思いましたら、自転車ですとかバイク
が非常によく利用されていますので、バイクを上
げるスロープなんですね。これはホーチミンシテ
ィーですけれども、ベトナム戦争でけがを負った
人たちがたくさんいますので、そういう人たちに
とっても有効に使える空間になりやすい。いろん
なタイプがありました。日本のスロープと違って、
いろいろな模様があり、にぎやかで楽しいという、
そういう感じがします。
⑩美術館
これはアトランタの郊外にありますハイミュー
ジアムという美術館です。有名な、ジョージア工
科大学のリチヤード・マイヤーというアーキテク
トが設計した建物です。メーンのアプローチがス
ロープです。そして、左側のフラットのところを
まっすぐ行きますと、突き当たりにエレベーター
があるという、そういうものです。日本のミュー
ジアムですと、大体階段があって、そしてその脇
にこっそりとスロープがあるわけです。
⑪触知図とカウンター
こちらは、福祉のまちづくり条例とか、ハート
ビル法に丁寧に準拠してつくられた狭義のバリア
フリーデザインというふうに称せます。入り口か
ら、カウンターまで誘導用ブロックが連続的に敷
設されています。そして、カウンターの脇に視覚
障害者用の触知図一点字案内を兼ねたものがあり
ます。こちらが通常のカウンターです。人々の聞
に丁寧にアールでデザインされた壁が用意されて
います。今たまたまここは職員がいないんですけ
れども、これは用途としては図書館なんですが、
ほとんどこういう施設の場合は案内の方がいます
から、誘導用ブロックをカウンターまで連続させ
るだけでいいわけですね。わざわざ触知図を設け
なくてもいい。そこまでコストをかけないで、も
っとローコストでユニバーサルデザイン化が図れ
た事例です(写真3-1)。
触知案内板を特別に設けたケース。左のカウンターと一
体的にデザインしたい。
写真3・1 触知案内板とカウンター
⑫映画館
これは映画館で出入口の階段にスロープを設け
た事例なんですけれども、バリアフリーデザイン
の典型ですね。
ちょっとスロープが急ですけれども、とにかく
利用できるようにした。決して悪いことではない
わけですね。既存建築物を改善していく時にいろ
んなパターンがありますので、別にユニバーサル
デザイン化はできないけれども、これでも市民の
アクセスは、かなり可能になる(写真3・2)。
新築後施設のバリアに気づきスロープとリフトを設けた
ケー ス
写真3・2 新築後のバリアフリー
⑬既存建築物のトイレの改善
これも既存建築物のトイレを改善した事例です。
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コンビニエンスストアですけれども、かつてはこ
こに開口部 600mm程度のドアがありました。それ
を取っ払ったわけですね。そして、ちょっと形が
変形していて車いすでの回転はできないけれども、
間のドアを除去しただけで利用範囲が格段に向上
するという事例ですね。これももちろんユニバー
サルデザインとは言えませんけれども、私は既存
建築物については、かなり緩やかな方法で、利用
者と一体になってコンセンサスをつくることによ
って改善が可能になるのではないかと思います
(写真3-3)。
既存施設の改善、洗面と使房の仕切りを除去し利用しや
すくした
写真3・3 既存建築物のトイレの改善
@伊丹駅の公衆トイレ
これは阪神・淡路大震災により破壊され、最近
駅舎が新築された伊丹駅の公衆トイレです。コン
コースのラチ外に設けられていたと思いますけれ
ども、こちらの方はシンクも設けまして、人工旺
門装着者の方にも利用しやすいように配慮されて
いる事例ですね。できるだけ多くの人が利用しや
すい環境に近づいていくということになるかと思
います(写真3-4)0
⑮様々なトイレ
そして、 ADAの国・アメリカ'では、もともと
男女別々に障害者用トイレが設けられていました
けれども、最近は介助者が異性の場合も非常に増
えてきている。日本でもありますけれども。そこ
でアメリカでは共通のユニセックスのブースも必
要だということで、「ファミリーレストルーム」と
多様な利用者に対応した公衆トイレ
写真3・4 公衆トイレ
称しまして、日本の共用トイレみたいなものが最
近少しずつできています。これをユニバーサルデ
ザインと称しています。日本の場合はトイレを設
けたくなかったので 1カ所だけしか設けなかった
んですね(写真3-5)。
内装にも配慮したファミリーレストルーム内部には荷物
台やベビーベッドも設けられている
写真3-5 ファミリーレス卜ルーム
⑮キャナルシティの公衆トイレ
これを最後のスライドにしますけれども、福岡
市のキャナルシティー内にあります公衆トイレで
すね。手すりがちょっとあり、あとはちょっとブ
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一スが大きくて、赤ちゃん用のシートがここにあ
ります。棚があって、鏡も自然に下まで設けられ
ているO だれもが利用しやすい。そして、複合化
した商庖街ですから、各所に小さなトイレも設け
られないということで、共通のものを利用しやす
い位置に設けているということです。
今までお話ししましたように、参加、あるいは
ユニバーサルデザインにつきましては、特別に難
しいということではなくて、先ほど生き物の話を
しましたけれども、私たちの身の回りにある環境
を改めてしっかり見つめ直していただきますと、
普通に自然に関われるなということがおわかりい
ただけたかと思います。
どうもありがとうございました。
4.情報産業はどのように変わっていくべ
きか
関根千佳
皆さん、こんにちは。ただいまご紹介にあずか
りました関根と申します。株式会社ユーデイツト、
情報ユニバーサルデザイン研究所というところで
SOHOで仕事をしております。
きょうは、都市工学ですとか土木関係の先生方
もたくさん来ていらっしゃいますが、私は昨年ま
で日本 IBMというところで、高齢者・障害者に
使いやすいパソコンの製品企画をずっとやってき
ておりました。きょうは、その情報系の部分につ
いて、特にこれからお年を召した方がふえる世の
中において、情報産業はどのように変わっていく
べきかということについてお話をしたいと思いま
す。
(1 )高齢社会とは何か
50%が50歳以上
皆さんよく聞いていらっしゃる数字の 1つに、
2015年に日本の人口の 4分の lが65歳以上になる
というのがあります。しかし、もう 1つ、ちょっ
とショッキングな数字があります。これは2005年
に日本の成人人口の50%が50代以上になってしま
うということなんですね。私も周りを見ていて、
つくづく団塊の世代が今一番数が多い人たちであ
り、その人たちが少子高齢化の中で、だんだん日
本の主流になってきているなということを感じる
ようになりました。
しかし、私自身、コンビューター産業に10数年
いたわけですけれども、実際にこの情報産業でそ
ノを動かしている人々というのは、 20代の初めと
か、よくて30代なんです。皆さんもお歳定年説と
いうのを間かれたことがあるかと思うんですが、
この来世紀、日本の産業そのものが工業化社会か
ら情報化社会に変わると言われているにもかかわ
らず、その中心になっている人々が20代であると
いう、この事実というのは、なかなか大きなもの
があるんですね。言ってみれば、パソコンやイン
ターネットを使うはずのユーザー層の半分を占め
る熟年層のことをほとんど理解していない20代が、
こういった物をつくっているという事実なわけで
す。
使うのは50代つくるのは20代
実際、パソコンを使っていて難しいなと思う人
は、世の中にはたくさんいるんじゃないかという
気がするんですね。私自身もそうです。何でこん
な難しくて使いにくくて、互換性がないものをど
うして30万円も40万円もかけて買わなきゃいけな
いんだろうと。実際にウインドウズ95のさわぎの
ときに、パソコンを買ったはいいけれども、それ
っきりほこりをかぶっているという方も多いんじ
ゃないでしょうか。
でも、パソコンをはじめとしていろんなモノや
町の中がとっても使いにくいと思っていることが
たくさんあると思うんですけれども、これはみな
さん、自分のせいだと思っていませんか。本当は
つくった人が悪いんです。モノにもよりますけれ
どもね。つくる人たちも、できるだけモノをやさ
しくとは思ってはいるんですけれども、先ほどの
話でもわかるように、使う人は50代以上にもかか
わらず、実際つくっている人が20代というケース
は、世の中にたくさんあるんです。だから使いに
くいんです。モノやまちが使いにくいのは、本当
はデザインのせいであって、あなたのせいではな
かったんです。
私は、このまま日本で安心して年をとることが
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できるのかちょっと不安です。私は、実は小さい
ころ障害があって全く歩けない子だ、ったんですね。
いい先生にめぐり会ったために、今では普通に歩
いていますけれども、 60歳になったら車いすとい
うふうに言われています。私は、このまま自分が
60歳になったときに、日本で安心して暮らせる自
信がありません。そう思うと、あと数10年の聞に
もうちょっと日本をよくしたいなという気がして
いるわけです。そのころになったらいろいろと世
の中は変わっていて、ちゃんと私も元気に動いて
いるかもしれないんですけれども……。
今日お 2人の先生の話を聞いていて、バリアフ
リーとユニバーサルデザインという言葉が出てき
ました。この定義に関しては、恐らくまだまだ 1
人ずつ定義が違っているんじゃないかという気が
します。私の定義としてちょっとご紹介させてく
ださい。
(2)バリアフリーとユニバーサルデザイン
バリアフリーからユニバーサルデザインヘ
バリアフリーというのは、言ってみれば、バリ
ア一一障害をフリー一一除去するわけですから、
障害を外すという意味なんですね。さっきお話し
したように、今これまでの日本のまちづくり、モ
ノづくりというのは、ミスターアベレージと呼ば
れる健康な成人男子をベースに物事をつくってき
ました O ですから、それ以外の人々というのは、
その次に使う人々という感覚があったわけです。
だから、例えば階段のところに車いす昇降機を後
からつける。それによって、確かにアクセシブル
にはなりますので、これは私はバリアフリーデザ
インだと思っています。しかし、最初にお話しし
ましたように、成人人口の50%が50代以上になっ
てくると、そんなものでは間に合わなくなってし
まうところがたくさん出てくるわけですね。もち
ろん、既存のものに対しては、何とかこれはアク
セシブルにする必要がありますので、バリアフリ
ーデザインはとっても大事です。既存のものをど
んどんバリアフリーにしていってほしいと思いま
す。
でも、新しくモノをつくるときには、ここにあ
るようにユニバーサルデザイン、最初から障害者
や高齢者を含むさまざまな人が使えるようにデザ
インに配慮すること、これが必要なんですね。だ
から、新しくつくる駅舎、または情報産業のよう
にどんどんどんどん変わっていくものに関しては、
最初から高齢者や障害者のことを考えて物をつく
っていこうよという考え、それがユニバーサルデ
ザインではないかと思います。
ですから、障害者や高齢者、そして市民にとっ
て見たら、結果としては同じかもしれません。自
分にとって使いやすくなるだけなんです。でも、
モノをつくる側の概念としては、バリアフリー、
要するにミスターアベレージ、元気な若い人向け
につくって、それ以外の人に後づけで何とかする
というよりも、初めからこういうふうに考えると
いう、ユニバーサルデザインの考え方をできるだ
け取り入れていただきたいと思っています。どっ
ちも重要な概念です。
障害者・高齢者支援技術
ここで、私はこれまで何年間もやってきました
支援技術一一一アシステブテクノロジーについてち
ょっとご紹介しましょう。
障害を持つ人や高齢者が使う技術のこと、そう
いう人たちの生活を支援する技術のことを支援技
術一一アシステブテクノロジーというふうに呼び
ます。日本では、この専門家というのは、余りた
くさんいなくて、なかなか支援を受けるのが大変
なんですけれども、でも、現実に純粋に技術の観
点で見てみますと、障害者や高齢者のニーズを解
決しようとして、世の中を大きく変えていったも
のというのは、すごくたくさんあるんですね。
例えば皆さん、ふた、ん使っていらっしゃる電話、
ご存じかと思いますけれども、グラハムベルは、
お母さんと奥さんが聴覚障害者でした。グラハム
ベルが最初に電話をつくったのは、聴覚障害者の
コミュニケーションを支援する目的でした。その
後、現実には聴覚障害の方には、電話はちょっと
使いにくいものになったりしてしまったわけです
けれども、本来はそういう目的でつくったんです。
次に、タイプライター、パソコンのキーにもつ
いているあのタイプライターですけれども、あれ
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も一番初めにつくられたときには、実は視覚障害
者が墨字一一点字に対する概念ですね、墨字をき
ちんと書けるようなものとしてつくられたんです。
いまだにブラインドタッチという言葉が残ってい
ますが、あれはある一定の場所に手を置けば完全
にそのキーによって字が書けるという、その目的
のためにつくられたものなんです。
このように20世紀を凌駕してきたいろいろな技
術というものが、実は障害を持つ人のニーズ、を解
決しようとしてつくられた、そういうものは枚挙
にいとまがありません。
そして今、テレビでときどきコマーシャルに出
ているような音声認識。パソコンに声をかけると、
それによってパソコンが動く、もしくはキーボー
ドのかわりにどんどんワープロとして入力してい
ってくれる。あのソフトウエアは、 IBMで最初
に手がけたときには、実は頚髄損傷者一一交通事
故とかで首の骨を折って肩から下が動かなくなっ
た人たち、彼らのワープロとしてつくったもので
す。手も是も使えなくても、しゃべることができ
れば、ワープロが打てるんじゃないか、目で見て
確認できるんじゃないか、そういうところから始
まったんですね。来世紀、この音声認識というの
は、パソコンのユーザーインターフェースとして
は、非常に重要なものになるだろうと思います。
それも一番最初は、障害者のニーズを解決すると
ころから始まってきているわけです。何らかの足
りない機能を補っていこうとする、この工夫、こ
れは進歩につながります。
(3)情報のユニバーサルデザイン
では、情報ユニバーサルデザインについて、今
必要とされていること、これが4通りぐらいある
と思いますので、ちょっとこれについてご紹介し
ましょう。 1個ずつ次のページからご紹介します。
私は、今パソコンやインターネットをどうすれ
ばさまざまな障害者や高齢者、そして誰にとって
もより使いやすくできるかということを研究して
います。私は、こういう分野でやっていますが、
もう少し広い立場で研究をしていらっしゃる方も
います。
先ほど高橋先生の方からサインのお話が出まし
たけれども、ピクトグラムと呼ばれる絵文字。そ
れに、電車の中の電光掲示板。そして字幕放送、
この放送の部分、メディアのユニバーサルデザイ
ンも大切です。このエリアも広義には情報のユニ
バーサルデザインではないかと思います。この4
つを順番にご紹介していこうと思います。
この中でパソコンを{吏っていらっしゃる方、ち
ょっと手を挙げていただけますでしょうか。すご
いですね、半分以上の方が手を挙げていただきま
した。
その次、そのパソコンがやさしいと思っていら
っしゃる方、ちょっと手を挙げていただけますで
しょうか。うれしいな、 1人、 2人いらっしゃい
ました。ありがとうございます。時々、全くゼロ
ということが起きるんですよね。この前、ある医
学界関係の学会でその話をしたら、 300人ぐらい
いらっしゃる先生方の中でどなたも手を挙げてい
ただけなかったので、ちょっとやっぱりメーカー
の人がしゅんとしてしまったんですが……。でも、
実際、私自身も長い間コンピューター業界にいな
がら、残念ながらまだ、パソコンはわかりにくいと
思います。もう少しこれをやさしくしたいという
のが、今さまざまなメーカーさんと組んでやって
いる部分なんですね。
1つは、音声認識です。パソコンに話しかける
と、向こう側がかしこく回答を返してくれる。例
えばパソコンに対して、「悪いんだけど、あしたの
予定の予約を取っておいて」と言ったら、「はい、
何日の飛行機ですね、わかりました」と言って、
「済みません。この時間は喫煙席しかあいてないん
ですけれども、いいでしょうか」というふうに声
で返してくれるような、そういうパソコンになっ
てくれると、私はうれしいなという気がするわけ
ですね。これはエージェントという機能をつけな
いとなかなか難しいところなんですけれども、音
声認識とヱージ‘ェントの機能と、それから音声出
力という機能、こういったものを組み合わせるこ
とによって、パソコンはもっとずっとやさしくす
ることが可能になります。これは肢体不自由の方、
高齢の方に今求められている機能ですね。
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そして、もちろん、視覚障害者の方にも有効で
す。もともとタイプライターを使いこなせていた
方であれば、何とか今、パソコンのキーボードは
打てるんですけれども、でも、途中から見えなく
なる、糖尿病などでご高齢になられてから見えな
くなってしまった場合というのは、なかなかキー
ボードを覚えることが難しいのです。その場合、
入力の支援として音声を使うというやり方があり
ます。
そして、聴覚障害の方たち、この場合は画面を
打つことはできるんですけれども、相手の声が聞
こえていないわけですね。ですから、私が今使っ
ているようにマイクを通じて入力された声を画面
の上に表示してほしいという、そういうご要望が
すごく強いのです。これは特に中途で失聴された
中高年の方からのご要望が強いです。このような
ものとして音声認識を扱うという研究もなされて
います。
そのほか、非接触型と呼ばれるユーザー・イン
ターフェースも重要です。声もその一部なんです
けれども、パソコンは数年後、今私がここに持っ
ているようなキーボードやマウス、画面といった
形状になっていない可能性が高いです。例えば視
線入力があります。私が画面を見るだけでそれが
マウスがわりになる。もしくは、赤外線であらゆ
る情報機器に対して処理が出せる、そういうもの
にどんどん変わっていくだろうと思います。この
非接触型ユーザーインターフェースの研究という
ものが今後必要になります。
そして、わかりやすさの研究ですね。これは、
ほかでお話した駅のサインなどにも全部かかわっ
てくるんですけれども、見やすさ、認知、記憶の
しやすさ、このような研究が必要になると思われ
ます。
また、インターネットを使っていらっしゃる方
もこの中にたくさんいらっしゃると思うんですが、
これも来世紀以降、本当に社会インフラの 1個に
なってきます。ですからこのホームページをどの
ようにわかりやすく、視覚障害や肢体不自由の方
にも使えるように{乍っていくかということが、と
ても大事ですね。これはまだ日本では、余り知ら
れてはいないんですけれども、インターネットの
標準の世界でさまざまな検討がなされています。
日本の中では、郵政省の方でガイドラインをつく
ったりしていますが、ちょっとまだ実用的でない
レベルです。ですから私のホームページの中では、
「見る人にやさしいホームページをつくりましょ
う」といったような、こういったガイドラインを
つくって公開しています。
ちょっとこれは内容としては、細かいんですけ
れども、テーブルをつくるときの考え方とか、そ
ういったものがあります。ここまで細かくやらな
くても、もしホームページをつくるような部署に
いらっしゃる方の場合、 1メートル離れて見てみ
てください。それで、コントラストですとか、字
の大きさですとか、それが普通に使えるかどうか、
その程度の検証はしていただけるといいなと思い
ます。
また、先ほどのような支援技術と連動する基本
設計、これが必要になってくるんですね。車いす
がいくらよくなっても、それによって駅が通れな
ければ意味がないのと同じように、どれほど支援
技術が発達してきても、それが一般のソフトで使
えなければ意味がないわけです。ですから、障害
を持つ方や高齢の方がいろいろ画面を拡大するよ
うなソフトとかたくさんお持ちなんですけれども、
それで普通に使えるようなソフトウエアをつくっ
ていく、ハードウエアをつくっていく、そのよう
なガイドラインが必要になってきます。
(4)ユニバーサルデザインの動向
ユニバーサルデザインの3つの発展段階
情報化産業においては、メーカーと固と自治体、
そして高齢者、障害者、それぞれが役割を持って
います。例えばメーカー側の役割ですけれども、
このように特に情報産業における製品を今後、ユ
ニバーサルデザインでつくるというのは、社会貢
献というレベルをはるかに超えてくる可能性が高
いです。これは、私、通産省の共用品政策部会の
メンバーとして今後の産業政策への提言の中に、
「ユニバーサルデザインは、既に企業の社会的責任
である」という言葉を入れてもらいました。これ
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1 .ユニバーサルデザインの発展
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を何らかの形で進めたいということから、会の中
でつくったチャートをちょっとご紹介しましょう。
ユニバーサルデザインの発展段階は3通り考え
られます。今の状態はどんなふうか、ちょっとこ
れを見てみましょう。例えば福祉機器やサービス、
そして一般製品やサ}ビス、このそれぞれは、ま
ず現状というか、これまでの「段階 1Jです。マ
ーケットとして存在しています。しかし、この 2
つの間がありません。高齢者というのは、軽度重
複障害者に近いんですね。ちょっとずっ見えにく
い、聞こえにくい、動かしにくい。でも、この福
祉機器の部分を使わなきゃいけないほど重くはな
いというケースがたくさんあるわけです。そうす
ると、その人たちが使えるものがとても少ない、
サービスは少ない、これが現状なんですね。これ
が少しずつ変わり始めています。
次に「段階2Jのチャートです。今現状に気が
ついている企業は、このようなレベルで動き始め
ています。福祉機器やサービス、このエリアから
もどんどんユニバーサル化といいますか、もっと
障害者以外の人たちも使えるものをつくろうとい
うふうに変わってきています。そして、一般製品
サービスのエリアもどんどん福祉機器サービスが
持っていた機能を自分たちの製品の中に取り込も
うとしています。この 2つが少しずつ進んでくる
ことによって、非常に多くの数を占めていたこの
真ん中の部分、この空白がちょっとずっ短くなっ
てきているのが現状です。
「段階3J。空白が両側の進歩で消えてしまいま
した。ここまで進むと、ユニバーサルデザインが
実現されていると言っていいんじゃないかと思い
ます。ただ、一番端っこのこの部分、福祉機器サ
ービスのこの一番端っこの部分は、もしかすると
まだ残る可能性はあります。例えばご高齢の方が
ふえても点字のピンディスプレイが使える視覚障
害者の人たちというのがものすごくふえるという
わけではないし、あれがユニバーサルデザインに
なるとは限りません。そして、この部分も、例え
ばF1の車が視覚障害者に使えるようになるかと
いうと、そうはならない可能性はありますので、
ちょっとずっ残る可能性はありますが、この真中
の大きな範障がさまざまな障害者や高齢者にも使
えて、一般の方にも使えるという、そのようにな
ってくる可能性は高いということが言えます。
行政の役割
次に、国や自治体の役割なんですけれども、先
ほどの秋山先生の話にも出てきましたが、私は、
当事者の情報受発進を支援する役割、これは国や
自治体にやっていただきたいと思います。どうや
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って市民参加によって、ユニバーサルデザインが
実現するかという話がさっきありました。私自身
は、こうやってパソコンやインターネットをイ可で
やさしくしなきゃいけないかと言っているかとい
うと、高齢者や障害者の意見をパソコンやインタ
ーネットによって自治体やメーカ}に届けてほし
いからなんです。ビープルファーストという言葉
がありましたが、私は自分の言葉としては、アス
ク・ゼム・ファーストという言葉をよく使います。
高齢者や障害者自身が一番情報を持っています。
彼らは私たちの高齢化社会の先生なんですね。先
に障害を持ってくれている、先に年をとってくれ
ている。だから、彼らのニーズ、彼らの意見とい
うものを私たちは彼らから聞きたいと思っていま
す。先々自分も年をとるわけですから、「彼らJだ
けではない、「私たちJという言葉になっていくん
ですね。ゼムからアスク・アス・ファーストとい
う言葉にどんどん変わってくる形になっていくだ
ろうと思います。
そして、高齢者や障害者そのものも役割があり
ます。彼らもできる限り一一我々もと言いましょ
う、自分たちの意見を単に不満としてぶつけるだ
けではなくて、もっと建設的な提案型の意見とし
て企業や国に伝えてほしいと思います。技術的に
こういうものが欲しいと思うのであれば、その技
術をもっと勉強すべきです。
例えば、私は先日、字幕のシンポジウムに出て、
聴覚障害のグループと一緒に話しをして思いまし
た。どうして日本の放送は海外に比べて何10%も
字幕のつく率が低いのか、それについて私たちも
もっともっと技術的な勉強をすべきだと思ってい
ます。なぜ不可能なのか、どうすればできるのか、
それをメーカーと一緒に考える姿勢が必要になる
と思うんですね。そのためにも、我々自身も勉強
しなくてはならない。そして、できる限り企業も
自治体も受け取れる形での提案をすべきである。
インターネットを使ってそれをやってほしいと思
っています。
私は、先週、コムジャパンというコンビュータ
展示会の中で25人の障害者・高齢者、 20歳から78
歳までいましたが、彼らの意見を情報産業のメー
カーに伝えるという、そういった企画をやりまし
た。 1カ月聞かけてメイリングリストというのを
使って、インターネットでいろんな障害、聴覚、
視覚、肢体不自由、高齢、こういった人たちの声
を集めて「自分たちが楽しめる展示会のあり方J
について小冊子をつくったのです。その小冊子を
11月3日に会場で 255杜のメーカーに配るという、
そういう会を主催したんです。やはり、本人たち
が自分たちの意見を出し、聞いて、議論できる場
というものが存在すれば、障害者や高齢者は非常
に建設的な意見を出せるということが、これまで
何度もプロジェクトを起こしてみてよくわかって
います。ですから、私は、情報化社会をすべての
人のためにっくり出すということは、ユニバーサ
ルデザインを実現する上でとても大事だというふ
うに考えています。
アメリカの動向
海外の動向は、幾っか話をしたいんだけど、時
間がだんだんなくなってきていますので……。
アメリカの場合は、 ADAに基づくさまざまな
権利であるというふうに考えられています。そし
て、リハビリテーション法 508条という法律があ
りまして、これは政府の調達基準にかかわるもの
です。パソコンやインターネットなどで政府、も
しくは自治体が買うパソコンやインターネットの
ソフトウエアなどは、障害者・高齢者にアクセス
できないものは買ってはいけないという法律があ
るんですね。これは86年に出されたものではあり
ますけれども、その後、昨年、少し改正されまし
て、各地方自治体は、連邦政府に対して、来年の
4月までた、ったと思うんですけれども、達成率を
連邦政府に報告しなくてはならないというふうに
変わったんです。それによってアメリカの自治体
はかなり大騒ぎになっています。
また、通信法 255条という法律があり、これは
情報通信にかかわる企業は、自分たちの製品をで
きる限り速やかに障害者・高齢者にアクセシブル
にユニバーサルデザインでつくらなくてはならな
いという、そういった形の法律が出ました。ベ
ル・アトランティックを初めさまざまな電気機器、
そして通信機器メーカーがこれにあわせて製品を
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っくり変えています。このような動きがあります。
EUも随分動いてはいますけれども、日本では
産・官・学の連携が今始まったぽっかりというの
が私の印象なんです。しかし、国民それぞれの中
ではどうでしょうか?ユニバーサルデザインとい
う言葉そのものは本当はどうでもいいんです。で
も、世の中のまちづくり、物づくりが先々必ず年
をとる自分のためにうまく動いているのかどうか。
それを他人事ではなくて、自分の問題としてとら
えるという当事者意識、これを国民一人一人が身
につけることが必要じゃないかと思います。
高齢者・障害者というと、それは特別な人たち
のことであって、自分とは関係ないんだと思う方
が多い。でも、ユニバーサルデザインはそうじゃ
ない。あなたがもしかしてきょう重いトランクを
持って海外から帰って来るかもしれない。もしか
して、自分のカバンのひもが切れちゃって、何と
か手で持って家に帰らなきゃいけないかもしれな
い。そういうケースもあるわけですし、場合によ
ってはお子さんができてお腹が大きくなったり、
小さい子供を何人も抱えて歩かなきゃいけない。
そういうさまざまな人のことについて想像力が働
くかどうかという話なんです。
ユニバーサルデザインは、私は、すべて自分の
ためだと思っています。この日本で安心して年を
とることができるように、一緒に考えていきたい
と思います。
どうもありがとうございました。
5.バリアフリーとユニバーサルデザイン
の遣い
川内美彦
皆さん、こんにちは。紹介していただきました
川内と申します。
日野市でアクセスプロジェクトという一級建築
士事務所をやっております。
もう既にきょうは 3人のそれぞれの分野の第一
人者の方がお話しされたので、私は、もう出がら
しみたいなもので余りお話しすることがないんで
すけれども、実例を中心にお話ししていきたいと
思います。
(1 )ユニバーサルデザインの意味
ロン・メイス
地方に行ったとき、特急電車に乗りました。冬
の寒い中で、外は雪が降っていました。それで、
電車の通路が狭いんですね。ですから、客室内に
は私は入れないんです。仕方なく通路にいたんで
すけれども、これから 2時間半、特急に揺られて
目的地に行くんです。あるところで講演をやりま
して、それから 2時間半行った先で、また翌日、
講演が入っていたので、こういうことになったん
ですけれども、寒いんですね。
それで、走っていたら、ちょっと古い車両なも
のですから、車両の連結部にゴムのじゃぱらのほ
ろみたいなものがついていて、 トンネルに入ると、
それが気圧の変化でほわっと膨れたり縮んだりし
ているわけですけれども、ほろが破れていまして、
ほろの隙聞から雪が降ってくる。足元はじんじん
冷えてくると。
悔しいことに、客室の中をのぞくと、客室の中
はあったかなんでしょう。田舎の電車ですから、
そんなに混んでないんですね。客室の中は10人ぐ
らいしかいないんですけれども、ワイシャツ姿に
なってビールを欽んでいるわけです。こっちは頭
にかかってくる雪を払いながら震えて 2時間半過
ごして、せめて人間並みに扱ってほしいと思って、
そういうふうな経験をしながらいろんなところに
行ったりしているわけですけれども…
きょうお話しのあるユニバーサルデザインとい
うのは、実に私なんかの関係で言うと、こういう
非常に苦しい状況をせめて人並みに扱っていただ
けないかなというふうなところが非常に大きな動
機としてあるわけです。
先ほどからお話しが出ているユニバーサルデザ
インを言い始めた人間・ロン・メインスというの
は、鼻のところに透明なビニールチューブをつけ
ていまして、酸素ボンベにつないでいました。彼
が、ユニバーサルデザインということを意識的に
体系的に考え始めたのは、 20年ぐらい前からなん
ですけれども、今日本でこのようにユニバーサル
デザインというのが非常に盛んになっているとい
うことについては、彼自身も喜んでいるでしょう
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し驚いているだろうと思います。
7つの原則
先ほど秋山先生のレジ、ユメの中に 7つの原則と
いうのがありました。これはユニバーサルデザイ
ンの 7つの原則というのがあって、それを紹介さ
れました。これはアメリカのユニバーサルデザイ
ンのリーダーたちが集まってというか、パソコン
通信なんかを使って協議しながら、この 7つの原
則を決めようではないかということで決めたわけ
ですけれども、この 7つの原則というのは、実は
数値的なものではありません。例えば余り力が要
らないようにというふうなことを言っていますけ
れども、それは何キログラムまでのものならいい
のかとか悪いのかとか、そういうことは言ってい
ません。ということは、この 7つの原則は、柱と
して立っていますけれども、客観的な評価方法は
ないということです。ですから、 7つの原則とい
う方向はわかっていても、それをどう評価するか
ということは、だれにもわからないということで
す。
それから、 7つの原則のうち幾つを満足すれば
ユニバーサルデザインと言えるかということも、
別に余り意味のない議論です。例えばこの中に一
目で見て使い方がわかるというふうなことがあり
ますけれども、夏になるとサトウキビ畑とかトウ
モロコシ畑とかヒマワリの畑とか、そういうとこ
ろの一面を使って巨大迷路というのが時々ありま
すね。巨大迷路の中を歩いて迷路を楽しむという
ふうなものがありますが、こんな迷路が一目で見
てわかるというんじゃ迷路にならないわけですね。
ですから、それぞれの物の用途によって、この 7
つの原則のうち適用するものとしないものがあっ
てもいいわけです。しかし、この巨大迷路は、入
り口がここで出口がここなんだよと、歩いて行っ
て使うんだよという、そういう基本的な使い方は
わからなければならない。だけども、中でややこ
しく道に迷うことは、逆に楽しまなくてはいけな
い、そういうものなわけです。
あるいは、お化け屋敷というのは、とってもよ
くできていて、入り口から入って中は薄暗いです
ね。それで、道に迷うか迷わないか怖い思いをし
ながら、だけど、みんな出口に出てくるわけです
ね。このように 7つの原則を厳密に適用すること
は、余り大して意味はないということです。
ということは、この7つの原則をどう考えるか
というと、ユニバーサルデザインに限りません、
7つの原則というのは、デザインをするものが基
本的に考えなくてはいけないものを再確認したと
いうレベルのものでして、こういう方針でチェッ
クをしていこう、こういう方針で物をつくってい
こうという方向を指し示してくれている。いわば
デザインする上で、物を考えていく上での灯台み
たいなものだというふうにお考えいただければい
いと思います。
絶え間ない努力
どこまでやったらユニバーサルデザインなのか
ということがあると思いますけれども、ユニバー
サルデザインは、みんなが使えるようにというこ
とですけれども、ぶっちゃけて言えば、みんなが
使えるようなものはできっこないわけです。小さ
な生まれたばかりの子供から非常に高齢の方まで、
そして体の状況もいろいろな方、それから、その
時々で荷物を持っていたりとか、お腹が大きかっ
たりとか、そういういろんなニーズがある人がみ
んなが同じように使えるようにということは、あ
りっこないわけですね。ありっこないけれども、
じゃあ、いかにより多くの人が使えるようにして
いくかというところがポイントだろうと思います。
よくご存じのように、テレホンカードに小さな
切れ込みを入れたために、テレホンカードの差し
込む方向がわかったり、それから裏表がわかって
目の不自由な人が電話が使いやすくなったという
お話があります。ですから、切れ込みが入る前よ
りも切れ込みの入った後のテレホンカードという
のは、よりユニバーサルだということが言えるか
と思いますけれども。じゃあ、そのテレホンカー
ド自体は、手が不自由な人に使えるだろうかとい
うと、使えないわけですね。あるいは力のない人
にとっては、公衆電話の受話器を持ち上げること
ができないわけです。あるいは電話そのものが音
が聞こえにくい人には、使えないわけですね。で
すから、日本ではファックスを使ったり、それか
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らアメリカなんかではテキスト電話というものが
あったり、そういうふうな別のものを考えている
わけですけれども、そのように非常にさまざまな
ニーズの人がいて、そのニーズの深さとかバラエ
ティーには限りがないわけですね。その限りがな
いところにできるだけたくさんの人が使えるよう
にというふうな努力をしていくことは、一遍にゴ
ールに到達することはできない。少しずつ、少し
ずつ、そのゴールに迫っていくということしかな
いわけです。
そんなことならやってもむだじゃないかという
ことがあるかもしれませんが、実はそのように少
しずつ、少しずつゴールに迫る努力をしていく中
で、今まで見落としていた、気がついていなかっ
たいろんな人のニーズというのが見えてくるわけ
です。そして、今まで見落としてきたニーズが見
えてくることで、新しいものをつくり出していく
チャンスが生まれてくるわけです。あるいは新し
いものをつくり出すヒントがそこに潜んでいるわ
けです。
ですから、ユニバーサルデザインを目指すこと、
あるいは新しいことをやっていこうというときに
は、今あるものの問題点は何なのか。そして、今
あるたくさんのものを使おうとするときに、人の
ニーズはどういうものがあるんだろうかというこ
とを知ろうとする。そういう絶え間ない努力を続
けていくことがポイントになってきます。
事前検討と事後評価
そして、そこでそういう絶え間ない努力を続け
ていって得たものを実際のモノづくり、あるいは
システムづくりに反映していく上で、私たちの工
夫が必要になっていくわけですね。その工夫をす
るのも普通の工夫のやり方ではなくて、いかによ
り多くの人にこれが使えるようになるか。特殊品
ではなくて、一般品としてつくるということがあ
ります。
そして、もう 1つ大事なのは、先ほど福祉機器
というふうな言葉が出てきましたけれども、そう
いうふうなごく限られたマーケットではなくて、
より多くの人が使えるような製品を一般のマーケ
ットの中でいかに流通させていくかということが
もう 1つポイントになっていきます。このような
製品開発での工夫、あるいは流通の上での工夫と
いうことこそ、実はユニバーサルなわけです。
そこには何が必要かというと、私たちが今これ
からつくろうとしているものは何なのかというこ
とをよく考える、あるいはよく検討する、事前検
討という作業と、そしてできたものが目論見どお
りできているのか、どれだけのニーズを満足して、
どれだけのニーズを満足していないのかというこ
とを検討する事後評価の作業といのうが非常に重
要なわけです。もちろん、多くのメーカーが同じ
ような、このような工夫をやってきているわけで
すね。何かつくろうと思うと、事前検討でこんな
ものをつくろう、どんな人が使うだろうか、どん
な使い方をするだろうかというのを検討して、そ
してそれを製品に反映して物をつくってきたわけ
です。
だけども、多くの場合、メーカーは往々にして
ごく限られた商品のターゲットに対してそれを行
ってきたわけです。もちろん、商品にはテイスト
と呼ばれるものがあります。それぞれの商品の特
性ですね。若い人向きとか、高齢の人向きとか、
そういうふうな特徴というものがあります。何も
ユニバーサルデザインの商品がみんなに使えるか
らといって、対象年齢不明とか、若い人にも高齢
の人にも好かれるようなデザインというふうなも
のは、まずなかなかあり得ない。どっちつかずの
デザインにする必要はないわけです。だけども、
その製品独特の特徴、若い人向けだ、ったり、高齢
の人向けた、ったり、そういう特徴は生かしてもも
ちろん構わない。だけども、基本的にだれもが使
いやすいという性能は持っているというふうなも
のが必要で、事前検討とか事後評価とか、そうい
うふうなデータの蓄積、研究の蓄積をそのような
製品のテイストと、それから使いやすさの上にい
かにして反映していくか。そして、より多くの人
が使えるようなものをつくるために、 1つの製品
だけではなくて、いかにラインナップをそろえて
選択肢を広げていくか、そういうふうなことがユ
ニバーサルデザインを実現していくために必要な
ものだろうと思います。
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そういう話をしていてもなかなか抽象的なので、
この都庁をネタにして少し説明しようと思います。
その前に、バリアフリーというものの問題点、
限界というものを少し説明します。
(2)ユニバーサルデザインの実際
バリアフリーの限界
写真5-1は駅の階段を車いすを使う者が上がる
ときに使っている階段昇降機ですけれども、これ
のおかげで車いすを使う者は、階段の上下ができ
るようになりました。つまり、階段というバリア
を感じなくて済む、バリアを克服することができ
るようになったわけです。これはいわばバリアフ
リーのやり方ですね。
写真5・1 階段昇降機
これで車いすを使う者は、階段を上下できるよ
うになったんですが、例えば高齢の女性が手押し
車と一緒に階段を上がろうとすると、大変なので
そばを歩いている人の手助けがないと上がれない
ということになります。あるいは、足首を骨折か
何かした人は、松葉づえで階段を下りなければな
りませんが、これも大変なことです。
ベビーパギーを押していて階段があると、赤ん
坊とベビーパギーをいっしょに抱えて階段を下り
ていかなければなりません。
このような人たちに、先ほど見ていただいた車
いすを乗せる階段を斜めに上がっていく機械は使
わせてもらえないわけです。どうしてかというと、
あの車いすを乗せて階段を上がっていくものは、
車いすにとってはバリアフリーではありますけれ
ども、ほかの高齢の女性とか、松葉づえをついて
いる人とか、子供連れの人とか、そういう方には
バリアフリーでも何でもないわけです。これが実
は個別の問題点を解決、特にそれが障害を持つ人
に対する解決ということを目指してきたバリアフ
リーの限界なんですね。一般解がなかなか出てこ
ないというのがバリアフリーの限界だろうと思い
ます。
誘導
それで、写真5・2は都庁ですけれども、都庁に
来ると私は必ず行くところがあります。これはそ
この写真ですけれども、左にある黒い四角は触知
図(触って知る図)です。触知図というのは、目
が不自由な方が建物の平面図とかを知るための道
具ですけれども、実は触知図というのは、ある調
査によるとほとんど使われていないということが
言われています。どうしてかというと、 1つは、
そこに触知図があるということが目の不自由な方
によくわからないということがあります。それか
ら、もう 1つは、目の不自由な方の中には、 トレ
ーニングを受けていない人は、この触知図という
ような二次元的な情報がなかなか空間的な情報と
して理解できないというふうなことがあります。
それを置いておくにしても、都庁のこの場所は、
何で私が必ず行くかというと、この写真を見てい
ただくとわかるように、床に誘導ブロックがあり
ますが、誘導ブロックから触知図が外れているん
ですね。誘導ブロックは誘導していないわけです。
ある日はこうでした。ある日は誘導ブロックの先
に木が置いてあって、歩いて行くと葉がちかちか
写真5・2 都庁の触地図
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してそばに寄れないということですね。さらにあ
る日は、触知図はまったく離れたところに移され
ていて、誘導を全然していないんですね。
中央アジアの方に「さまよえる湖」というのが
あるそうですけれども、私は密かにこれを「さま
よえる触知図」というふうに呼んでいますけれど
も。せっかく配慮されたのに。これがユニパーザ
ルかどうかは、私はよく申せません。けれども、
少なくともせっかく触知図をつくって誘導のブロ
ックも敷いたんであれば、役に立つようにしてい
ただきたいなと思います。
写真5・3は都庁の中に入っている銀行ですけれ
ども、石の上にステンレスで文字が書いてあるん
です。上に東京都指定金融機関というのが大きく
あって、富士銀行と書いて、小さな字で本庖東京
都庁出張所というふうに書いてあります。この中
で利用者が一番欲しい情報は何かというと、銀行
ということです。企業にちょっと遠慮して、富士
銀行まで欲しい情報だとします。そうすると、こ
の東京都指定金融機関よりも富士銀行というのが
もっとわかりやすく、しかもパックの石とコント
ラストがつく状態で、しかも、もうちょっと照明
を当てて見やすいような状況で表示されておいた
ら、もっとわかりやすいのになというふうな気が
写真5-3 都庁のわかりにくい銀行の文字表示
します。これもせっかくの表示がもったいないな
という気がしています。
インピジブル
都民広場のそばにエレベーターがありまけれど
も、これを見たときに、私は車いすマークの吹き
出物ができたんじゃないかと思ったんですが、そ
う思うくらいそこらじゅうに車いすマークが貼り
付けてあります。これをエレベーター正面から見
ると、写真5-4のように正面の上にあります。正
面の右上にあります。正面の左上にあります。正
面の右下にあります。こんなにつける必要ありま
すか。
このエレベーターの呼びボタンは一般のものの
ほかに低い位置にもあって、それには「このボタ
ンは障害者対応のものです。一般の方は押さない
でください。」と注意書きがあります。何で一般の
方は押しちゃいけないんでしょうか。高いところ
に手の届きやすい人は高いところを押せばいいし、
低いところに手の届きやすい人は低いところを押
せばいいわけですね。何で下を押しちゃいけない
なんて書くんでしょうか。ほとんど意味のないス
テッカーだと思いませんか。
それに、この車いすマーク自体も余り意味がな
いですよね。ここのエレベーターに来た人は、車
写真5・4 エレベーターの表示
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いすマークがついていようといまいと、自分の手
の届きやすいところを押せばいいわけです。別に
わざわざここに車いすマークをつける意味という
のは、ほとんどないというふうに私は思います。
なぜこんなことを言うかというと、ユニバーサ
ルデザインの非常に大事な 1つの性質の中に、イ
ンピジブルという性質があります。目に見えない、
わざとらしくない、説明されないとそれとわから
ないようなさりげないデザインをしていこうとい
うのがあります。これはもうそれに全く反したも
のです。実はバリアフリーのデザインでは、これ
は正解なんです。車いすマークをできるだけつけ
ていきましようというのがバリアフリーのデザイ
ンなわけですけれども。必要なところにはつけた
方がいいですけれども、必要でもないところには、
できるだけつけなくした方がいいんではないかと
いうふうに思います。
都庁の入り口には階段とスロープがあります。
階段の横にスロープがあって、典型的なバリアフ
リーの設計です。じゃあ、なぜここに階段があっ
てスロープがあるんだろうか。真っ平らにすれば
いいのにというのが、まずユニバーサル的な発想
として浮かびます。何か理由があったんで、しょう。
階段が必要で、横にスロープが必要だったんでし
ょうと少し譲歩して考えて、スロープのところま
で行くと、入り口に大きな車いすマークがついて
いるわけですね。この床の車いすマークは何で必
要なんでしょうか。ここまで来たらスロープがあ
るのはわかるわけですね。これは例えば12分の 1
という規定に合格したスロープだから、車いすマ
ークをつけたということはあるかもしれませんが、
実は規定に合格したから使えるとか使えないとい
うことではないんで、すね。力の弱い人にとっては、
規定に合格したスロープだって使えないかもしれ
ない。このスロープが使えるか使えないかという
のは、その場所に行った人が一目見ればわかるわ
けですね。ですから、ここにわざわざ床の上に大
きな車いすマークをつける必要は、何もないとい
うふうに私は思います。
危険防止
都民広場から第一本庁舎の方に向かうところには
小さな段がいくつかあります。都民広場は明るい
です。それから、屋根の下、道路の下に入って急
に暗くなります。その急に暗くなったところに、
小さな段が待っているわけですね。さすがに一番
高いところには、危険防止の手すりが多少ついて
いますけれども、ほかは非常に微妙な小さな段が
たくさんあるわけですね。これは事故を招く元だ
ろうというふうに思います。このような小さな段
は、できるだけなくした方がいいだろうというふ
うに思います。
会議棟の 2階の床は議員さんが歩くからでしょ
う、カーペット敷きになっています。これはほと
んどの方はお気づきにならないと思いますが、車
いすを使う人聞がこのカーペットー ここの場合
ですよ、すべてとは言いませんが、ここのカーペ
ット敷きを歩くと、真っすぐ進まないんです。何
で真っすぐ進まないかというと、カーペットには
目があるんですね。その日を進行方向に敷いてい
ないために、真っすぐ行っているつもりが斜めに
行ってしまうという、非常に私にとっては歩きに
くい場所になっています。
設計者の腕の見せどころというか、第一本庁舎
にはとってもきれいな階段があります。それから
第一本庁舎の 1階には、大きな吹き抜けがありま
して、 2階から 1階にどんとおりてくるエスカレ
ーターがあります。これらはデザイン的にはとて
もきれいかもしれませんが、階段の裏側が斜めに
立ち上がってきているので、うっかりしていると
顔面を打つんです。目の不自由な人は、白いつえ
で足元を探っています。顔面はノーガードなんで
すね。そこへ空中ににゅうっと出てきているよう
なものがあると、顔面を打って非常に危険なわけ
です。そのことについて、この都庁の設計者は余
り配慮されなかったわけですね。
アメリカのある空港の地下にある階段では、同
じように階段の裏がむき出しになっているので、
ここに鉄のさくを作って、中に人が入らないよう
にというふうな配慮をしています。これはやりま
したよと、いわばバリアフリーですね。
日本での例ですが、なかなか上手に階段の裏に
ベンチを置いて、人が座れるけれども、顔面は打
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たないようにということを上手に防いでいる例が
あります。
テキサスのある建物では、階段を上がって踊り
場で折り曲がって、また上がっていっていまして、
この階段の裏がやっぱり危険になっていますが、
そこに綾やかにカーブしたベンチを置いています。
このベンチによって、人が入って顔面を打たない
ようにということを上手につくっています。この
くらいになると、かなりユニバーサル的になって
きたかなという感じがします。わざとらしくない
んですね。
改善していく努力
都庁が最初にできたときには、床の誘導ブロッ
クは外部のタイルと全く同じ色でした。それがし
ばらくして黄色に塗られました。これは日の不自
由な方から、多分、誘導ブロックは黄色にしてく
れというふうなご要望があったんだろうと思いま
す。
それから、議会棟の入り口には、都庁ができた
ときには、ここに数センチの段差がありました。
段差が危ないということがあったんでしょうね。
建物のドアの引き戸の縁に黄色い線が引かれまし
た。だけども、この黄色い線だけでもやっぱりつ
まずくということで、今は多少ここを盛り上げて、
カーペット状のものを置いて段差がなくなるとい
うふうにしてあります。
きょう、私は建物の反対側から来たので、現在
はどうなっているかまだ確認していないんですが、
こうやって段差をなくしたわけですね。
何でこんなことをお言香ししているかというと、
ユニバーサルデザインを実現していく中で、私が
最も大事だと思っているのは、失敗を繰り返すこ
とだと，思っています。先ほど事前検討と事後評価
というふうに申しましたけれども、事後評価をし
てうまくできていないとなったら直していこう。
そして直したものをまた使ってみて、そして問題
があればまた直していこう O そういうふうな少し
ずつ、少しずつ失敗しては直し、失敗しては直し
というふうな姿勢が必要だろうと思います。その
点において、都庁を私は評価しています。誘導ブ
ロックの色を塗りかえたりとか、あるいは小さな
段差を直していくというのは、多分利用者の方か
らここが悪いよというふうな話が出るんだろうと
思うんですね。そのようなリクエストに対して都
庁がこたえているという証拠なんですね。そのよ
うな改善していく努力という点について、私は都
庁の姿勢を評価しています。ただ、改善していく
努力が時々間違っているものもあります。
エレベーターのボタン
都庁のエレベーターの押しボタンでは周りが石
の壁で、そこに小さな魚の目のような呼びボタン
があります。ちょっと見るとなかなか見つけにく
いんで、すね。エレベーターの呼びボタンまで保護
色にする必要はないと思うんですけれども、保護
色みたいになっているわけですね。それで、この
エレベーターはどういうボタンかというと、真ん
中の銀色のところを押すと静電気が通じて呼んだ
ということになります。それで、その静電気が通
じると、周りのプラスチックの部分、それに赤い
ランプがつきます。ただ、これは視覚に障害があ
る方にとっては、押したか押さないかわからない
わけです。視覚に障害がある方にとっては、押し
たらぺこんとへこむようなボタンとか、そういう
ふうなものの方が押した感覚がわかるわけですね。
実は、この静電気でスイッチが入るボタンの方
が耐久性がいいんです。ですから、最近のエレベ
ーターには、このボタンが多く使われているわけ
ですけれども、このボタンを使うときには、押し
たら小さくピッというふうな音が出るような、反
応しましたよということが目の不自由な方にもわ
かるようなボタンにしなくてはいけないんですけ
れども、都庁のはそうなっていないんですね。
それで、普通のボタンは壁のちょっと高いとこ
ろにありますけれども、反対側のちょっと低いと
ころに例のごとく車いすマークのついたボタンが
あります。
ここには先ほどお話したように、「このボタンは
障害者対応のものです。一般の方は押さないでく
ださい。Jというふうに余り意味のない張り紙があ
、ります。
それから、その横には「障害者の方がより使い
やすくするために、乗り場ボタンをタッチ式から
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プッシュ式に改善しました。」と書いてあります。
つまり、どなたかが、あの先ほど説明した押して
へこみもしないようなボタンよりは、押してへこ
むようなボタンの方がいいということをおっしゃ
ったんですね。それに対して都庁が引っ込むよう
なボタンをつくったわけです。それはそれで、いい
ことだと思います。
視野を広げた工夫
それはそれでいいことだと思いますが、この低
い位置にあるボタンは、なぜ低い位置にあるかと
いうと、主に車いすを使う人で、高いところに手
が上がらないような人が押しやすいようにという
ことで低い位置にあるわけですね。だけど、ボタ
ンが使いやすいか使いにくいかというのは、別に
車いすを使う人だけの問題ではないわけです。歩
いている人でも、使いにくい人はいらっしゃるで
しょう。そうすると、これまであったボタンが使
いにくいのであれば、あの高い位置にある一般の
ボタンだって使いにくい人がいるんですね。そう
すると、この低い位置にある障害者対応と言われ
ているボタンだけでなくて、高い位置にあるボタ
ンもこれで本当に使いやすいんだろうか、役に立
っているんだろうかということを考えなければい
けなかったはずなんですね。
ところが、都庁では、とにかく障害者対応のと
ころだけ直せばいいというふうにお考えになった
ようですね。これが発想として、障害者というも
のに余りにもこだわり過ぎた。そのために低い位
置のボタンしか直さなかった。だけども、実は高
い位置のボタンも、本当は使いにくいんじゃない
かというふうなところまで考えをめぐらしたとき
に、やっとユニバーサル的な発想になるかなとい
う感じがします。
そしてもう lつ、「しかし、一部の心ない人によ
り破損等のいたずらが起きています。」というふう
にあります。私もたくさんエレベーターのボタン
を見てきていますが、余り破損で壊れているエレ
ベーターのボタンというのは、見たことがありま
せん。つまり、ここが壊されるというのは、非常
に壊されやすい弱い仕組みのボタンをつくってし
まったのではないかということが1つ考えられま
す。それから、もう 1つは、よそのボタンとは違
うやり方のボタンをつくったために、みんなが珍
しがって非常にたくさん押すというのがあるかも
しれません。ともかく、ボ、タンのやり方そのもの
が何らかの間違い、耐久性を無視したとか、そう
いうふうな間違いがあったんではないかというふ
うに思います。
ですから、都庁の改良していく姿勢というのは、
非常に評価しますけれども、発想を障害を持った
方のために改良するとか、そういうふうなところ
から一歩広げて、じゃあ、このことをヒントにし
て、多くのほかの人は本当にこれは使いやすいん
だろうか、多くのほかの人が使いやすくするため
にはどうすればいいんだろうかというふうな工夫
を始めたときに、もっともっと都庁というのは、
よりよくなっていくと思います。
時間が来たようです。ちょうど私の話も終わり
ました。これで終わります。
6.閉会あいさつ
萩原清子
本日の公開講演会には、会場には本当にさまざ
まな立場の方が参加してくださり、それぞれ講師
の先生方のお話をお聞きくださいまして、本当に
ありがとうございました。
きょうのお話を参考にしていただきまして、そ
れぞれのお立場での皆さんなりの考え方、それか
ら行動をとっていただければ幸いで、ございます。
最後に、都市研究所の方から宣伝めいたことを
申し上げさせていただきます。
1977年に開所いたしまして以来、研究者向けの
「総合都市研究」という研究書と、それから一般向
けの「都市研究叢書」というものを発行しており
ます。今回の講演会の話などにつきましては、論
文集の方の総合都市研究の方に掲載させていただ
きますし、またそれをかみ砕いでわかりやすくし
た研究叢書のような形で出版させていただくこと
になるかと思います。
残念ながら、その両方とも普通の書庖で販売し
ておりませんが、都庁の第一庁舎の 3階にござい
ます都民情報ルームでお買い求めいただけますの
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で、そちらの方をまたご利用くださいますようお
願い申し上げます。
きょうは長時間にわたりまして、いろいろご講
演いただきました講師の方、それから質問もいた
だきましたし、ご清聴くださいました会場の方に
感謝の意を込めまして、拍手で終わらせていただ
きたいと思います。
(了)
